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研
究
ノ
ー
ト

渋
沢
社
史
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
可
能
性
： 

〝
渋
沢
栄
一
〞
検
索
を
例
に

門
倉
百
合
子

は
じ
め
に

企
業
の
歴
史
を
記
し
た
出
版
物
で
あ
る
社
史
は
、
明
治
以
降
の
日
本
で
こ
れ
ま
で

に
お
よ
そ
一
万
五
千
点
刊
行
さ
れ
て
い
る）

1
（

。
そ
の
中
に
は
出
版
し
た
企
業
の
歴
史
の

み
な
ら
ず
、
森
羅
万
象
に
関
す
る
様
々
な
事
象
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
社
史

は
企
業
の
周
年
行
事
の
記
念
に
刊
行
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
社
員
や
取
引
先
な
ど
に

配
布
さ
れ
一
般
の
書
籍
市
場
に
出
回
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
た
と
え
手
に
入
っ

た
と
し
て
も
索
引
の
あ
る
社
史
は
稀
で
、
そ
の
内
容
を
詳
し
く
探
索
す
る
こ
と
は
ま

ま
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
豊
富
な
内
容
に
も
か
か
わ
ら
ず
ア
ク
セ
ス
の
難
し
い
社
史
を
横
断
的

に
検
索
す
る
た
め
に
、
公
益
財
団
法
人
渋
沢
栄
一
記
念
財
団
（
以
下
、
渋
沢
財
団
）

で
は
「
渋
沢
社
史
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（Shibusaw

a Shashi D
atabase

＝
略
称

S
S
D
）
を
二
〇
一
四
年
四
月
に
公
開
し
た
。
S
S
D
に
は
渋
沢
栄
一
が
関
わ
っ

た
会
社）

2
（

の
社
史
を
中
心
に
、
約
千
五
百
冊
の
社
史
の
デ
ー
タ
を
収
録
し
て
い
る
。
そ

こ
で
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
〝
渋
沢
栄
一
〞
を
検
索
す
る
と
、
ど
の
よ
う
な
結
果
が

得
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

一
方
で
あ
る
人
物
を
研
究
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
ま
ず
そ
の
伝
記
が
手
が
か
り
に

な
る
だ
ろ
う
。
渋
沢
栄
一
の
生
涯
を
俯
瞰
す
る
伝
記
は
こ
れ
ま
で
に
何
種
類
も
刊
行

さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
そ
の
多
く
は
栄
一
の
前
半
生
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
て
お
り
、

実
業
界
に
身
を
投
じ
て
以
降
の
壮
年
期
か
ら
晩
年
の
栄
一
を
詳
細
に
語
る
も
の
は
少

な
い）

3
（

。
ま
た
「
論
語
と
算
盤
」
に
代
表
さ
れ
る
栄
一
の
経
済
倫
理
に
関
す
る
著
作
も

近
年
多
く
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
経
済
活
動
の
実
態
に
詳
し
く
触
れ
た
資
料
は
少
な

い）
4
（

。
そ
こ
で
も
し
、
栄
一
が
関
わ
っ
た
会
社
の
社
史
を
研
究
の
素
材
と
し
て
縦
横
に

使
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
栄
一
研
究
の
す
そ
野
が
広
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

本
稿
で
は
以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
下
に
、
S
S
D
を
〝
渋
沢
栄
一
〞
で
検

索
し
、
栄
一
が
各
社
の
社
史
の
中
に
ど
の
よ
う
に
登
場
し
て
い
る
か
事
例
を
示
し
、

S
S
D
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
な
お
筆
者
は
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構

築
全
般
を
担
当
し
た）

5
（

。

本
稿
の
構
成
は
、
ま
ず
一
．
で
渋
沢
栄
一
が
関
わ
っ
た
会
社
と
そ
の
社
史
の
全
体
像

を
み
る
。
次
の
二
．
で
S
S
D
の
概
要
と
栄
一
関
連
会
社
の
社
史
を
ま
と
め
る
。
更

に
三
．
で
実
際
に
S
S
D
を
〝
渋
沢
栄
一
〞
で
検
索
し
た
事
例
を
紹
介
す
る
。
そ
し

て
四
．
結
論
と
し
て
、
S
S
D
の
可
能
性
と
歴
史
研
究
へ
の
展
開
に
つ
い
て
述
べ
る
。

一
．
渋
沢
栄
一
が
関
わ
っ
た
会
社
と
そ
の
社
史

（
一
）　
渋
沢
栄
一
が
関
わ
っ
た
会
社

渋
沢
栄
一
は
生
涯
に
約
五
百
社
に
関
わ
っ
た
と
い
わ
れ
て
お
り）

6
（

、
そ
の
全
体
像
は
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『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
』（
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
刊
行
会
、
一
九
五
五
〜
一
九
六
五
）

（
以
下
『
伝
記
資
料
』）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。『
伝
記
資
料
』
に
は
各
社
が
出
版

し
た
多
く
の
社
史
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
で
は
関
わ
っ
た
会
社
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
の

よ
う
な
社
史
を
出
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
社
史
に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
を
調
べ
る
に
は
、

社
史
を
所
蔵
す
る
機
関
の
目
録
デ
ー
タ
を
ま
と
め
た
総
合
目
録
を
見
る
こ
と
に
な

る）
7
（

。
こ
の
総
合
目
録
に
は
、
会
社
名
順
に
社
史
が
整
理
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
栄
一

が
関
係
し
た
会
社
の
社
史
を
調
べ
る
た
め
に
は
、
会
社
名
が
キ
ー
に
な
る
。

一
方
で
『
伝
記
資
料
』
に
栄
一
が
関
わ
っ
た
会
社
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
約

五
百
の
社
名
は
、
栄
一
が
関
わ
っ
て
い
た
時
代
の
名
称
で
あ
る
。
栄
一
の
名
前
は
彼

が
存
命
中
に
出
版
さ
れ
た
社
史
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
以
降
の
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
社

史
に
も
登
場
す
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
が
つ
く
。
そ
し
て
栄
一
が
関
わ
っ
た
会
社
の

多
く
は
合
併
や
分
離
等
で
社
名
が
変
遷
し
て
お
り
、
栄
一
関
連
会
社
の
社
名
変
遷
の

全
貌
は
、
次
に
述
べ
る
「
渋
沢
栄
一
関
連
会
社
社
名
変
遷
図
」
に
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
。（

二
）　「
渋
沢
栄
一
関
連
会
社
社
名
変
遷
図
」
掲
載
会
社

渋
沢
財
団
が
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
し
て
い
る
「
渋
沢
栄
一
関
連
会
社
社
名
変
遷

図
」（
以
下
「
社
名
変
遷
図
」）
に
は
、『
伝
記
資
料
』
総
目
次
掲
載
の
会
社
一
つ
一

つ
に
つ
い
て
、
栄
一
が
関
わ
っ
た
事
業
分
野
ご
と
に
会
社
の
社
名
変
遷
デ
ー
タ
が
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
。
二
〇
一
五
年
七
月
現
在
、『
伝
記
資
料
』
の
事
業
分
野
順
に

一
二
二
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

「
社
名
変
遷
図
」
で
は
、
A
「
栄
一
が
直
接
関
わ
っ
た
会
社
」、
B
「
事
業
を
継
承

あ
る
い
は
名
称
が
変
遷
し
た
会
社
」、
C
「
そ
れ
以
外
の
会
社
」
の
三
種
類
に
社
名

を
色
分
け
し
て
い
る
。
C
「
そ
れ
以
外
の
会
社
」
と
は
、
A
「
栄
一
が
直
接
関
わ
っ

た
会
社
」
お
よ
び
B
「
事
業
を
継
承
あ
る
い
は
名
称
が
変
遷
し
た
会
社
」
の
合
併
先

の
会
社
や
、
そ
の
前
身
、
後
身
の
会
社
な
ど
で
あ
る
。
栄
一
が
関
わ
っ
た
事
柄
は
、

合
併
先
の
会
社
の
社
史
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
の
で
、「
社
名
変
遷
図
」

掲
載
の
会
社
の
社
史
は
い
ず
れ
も
栄
一
研
究
の
素
材
と
な
り
う
る
。
二
〇
一
五
年
七

月
現
在
の
掲
載
会
社
数
は
、
A
「
栄
一
が
直
接
関
わ
っ
た
会
社
」
五
二
二
社
、
B

「
事
業
を
継
承
あ
る
い
は
名
称
が
変
遷
し
た
会
社
」
二
八
九
社
、
C
「
そ
れ
以
外
の

会
社
」
七
二
一
社
、
合
計
一
、
五
三
二
社
で
あ
る
。
合
計
に
は
二
図
以
上
に
登
場
す

る
重
出
会
社
も
含
む
が
、
そ
の
数
は
わ
ず
か
で
あ
る
。

（
三
）　
渋
沢
栄
一
関
連
会
社
の
社
史
の
全
貌

「
社
名
変
遷
図
」
に
掲
載
の
栄
一
が
関
わ
っ
た
会
社
の
う
ち
、
ど
の
位
の
社
が
社

史
を
出
し
て
い
る
か
は
、
社
史
の
代
表
的
な
総
合
目
録
で
あ
る
『
会
社
史
総
合
目
録　

増
補
・
改
訂
版
』（
日
本
経
営
史
研
究
所
、
一
九
九
六
）
で
調
べ
れ
ば
わ
か
る
。
そ

こ
に
は
A
「
栄
一
が
直
接
関
わ
っ
た
会
社
」
五
二
二
社
の
う
ち
の
七
八
社
、
B
「
事

業
を
継
承
あ
る
い
は
名
称
が
変
遷
し
た
会
社
」
二
八
九
社
の
う
ち
の
一
〇
四
社
の
社

史
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
A
で
は
一
五
％
、
B
で
は
三
七
％
の
会
社
が
社
史
を
出
し

て
い
る
こ
と
に
な
る
。
栄
一
が
直
接
関
わ
っ
た
会
社
の
中
に
は
短
期
間
で
消
滅
し
た

も
の
も
多
々
あ
り
、
そ
れ
ら
の
会
社
は
社
史
を
出
す
に
は
至
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ

う
。
ま
た
栄
一
が
直
接
関
わ
っ
た
会
社
自
体
は
社
史
を
出
し
て
い
な
く
て
も
、
後
身
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の
会
社
の
ほ
う
が
多
く
社
史
を
出
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

で
は
次
に
、
そ
れ
ら
の
会
社
が
ど
の
く
ら
い
の
数
の
社
史
を
出
し
て
い
る
だ
ろ
う

か
。
一
つ
の
会
社
が
五
十
年
史
、
百
年
史
と
何
回
も
社
史
を
刊
行
し
て
い
る
の
は
よ

く
あ
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。『
会
社
史
総
合
目
録　

増
補
・
改
訂
版
』
で
は
、
A
の
社

史
有
七
八
社
が
出
し
た
社
史
は
三
二
〇
冊
が
確
認
で
き
た
。
そ
し
て
B
の
社
史
有

一
〇
四
社
が
出
し
た
社
史
は
三
二
八
冊
が
確
認
で
き
た
。
C
「
そ
の
他
」
の
会
社
に

つ
い
て
は
未
調
査
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
合
併
先
の
後
身
の
会
社
は
と
も
か
く
、
前

身
の
会
社
の
社
史
に
渋
沢
栄
一
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
可
能
性
は
低
く
、
関
係
性
が

不
透
明
な
た
め
で
あ
る
。
C
の
会
社
は
あ
く
ま
で
参
考
情
報
で
あ
り
、
網
羅
的
に
そ

の
社
史
を
調
べ
る
意
味
は
あ
ま
り
高
い
と
は
い
え
な
い
。

で
は
、
こ
れ
ら
の
社
史
の
中
に
渋
沢
栄
一
は
ど
の
よ
う
に
登
場
す
る
で
あ
ろ
う

か
。
こ
の
疑
問
の
解
決
に
は
、
次
に
紹
介
す
る
「
渋
沢
社
史
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
が
有

用
で
あ
る
。

二
．「
渋
沢
社
史
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
と
渋
沢
栄
一
関
連
会
社
の
社
史

（
一
）　「
渋
沢
社
史
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
と
は

渋
沢
財
団
が
二
〇
一
四
年
四
月
に
公
開
し
た
「
渋
沢
社
史
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

（
S
S
D
）
は
、
社
史
一
冊
ご
と
の
「
目
次
」「
索
引
」「
年
表
」「
資
料
編
」
の
デ
ー

タ
を
集
積
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
る
。
著
作
権
の
あ
る
本
文
は
入
っ
て
い
な
い
。

二
〇
一
五
年
三
月
に
デ
ー
タ
を
追
加
し
、
現
在
一
、
五
三
五
冊
の
社
史
か
ら
約

二
三
〇
万
件
の
デ
ー
タ
を
収
録
し
て
い
る
。
す
べ
て
の
デ
ー
タ
を
横
断
検
索
す
る
こ

と
が
可
能
で
、
該
当
デ
ー
タ
を
掲
載
し
て
い
る
社
史
を
探
す
こ
と
が
で
き
る
。
採
録

し
た
社
史
は
、「
社
名
変
遷
図
」
掲
載
の
会
社
の
も
の
を
中
心
に
、
各
業
界
の
代
表

的
企
業
の
も
の
を
で
き
る
だ
け
選
択
し
て
あ
り
、
会
社
数
は
八
二
九
社
に
の
ぼ
る
。

（
二
）　
S
S
D
に
お
け
る
渋
沢
栄
一
関
連
会
社
の
社
史

栄
一
が
関
わ
っ
た
会
社
の
う
ち
、
ど
の
位
の
社
が
社
史
を
出
し
て
い
る
か
は
先
に

述
べ
た
通
り
、
A
「
栄
一
が
直
接
関
わ
っ
た
会
社
」
五
二
二
社
の
う
ち
の
七
八
社
、

B
「
事
業
を
継
承
あ
る
い
は
名
称
が
変
遷
し
た
会
社
」
二
八
九
社
の
う
ち
の
一
〇
四

社
、
合
計
一
八
二
社
で
あ
る
。
S
S
D
に
は
こ
れ
ら
の
会
社
の
う
ち
、
五
八
％
に

あ
た
る
一
〇
七
社
の
社
史
を
収
録
し
て
い
る
。
そ
し
て
A
の
社
史
有
七
八
社
が
出
し

た
社
史
三
二
〇
冊
の
う
ち
S
S
D
に
は
一
七
二
冊
を
、
B
の
社
史
有
一
〇
四
社
が

出
し
た
社
史
三
二
八
冊
の
う
ち
S
S
D
に
は
一
八
五
冊
を
収
録
し
た
。
全
体
の
収

録
割
合
は
五
五
％
に
な
る
。

S
S
D
に
収
録
し
て
い
な
い
社
史
に
は
、
総
合
目
録
に
記
載
が
あ
っ
て
も
戦
前

の
稿
本
や
資
料
集
な
ど
、
古
書
市
場
に
出
回
っ
て
い
な
い
も
の
が
か
な
り
あ
る
。
ま

た
戦
前
の
も
の
で
明
治
製
糖（
株
）
の
『
創
立
十
五
年
記
念
写
真
帳
』（
一
九
二
〇
）

の
よ
う
に
、
同
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
『
十
五
年
史
』（
一
九
二
一
）
と
は
別
に
、
写

真
が
中
心
の
記
念
冊
子
な
ど
も
含
ま
れ
る
。
一
方
で
社
史
と
名
が
つ
い
て
も
百
ペ
ー

ジ
未
満
の
会
社
案
内
な
ど
小
冊
子
も
多
い
。
従
っ
て
冊
数
で
は
六
割
程
度
の
収
録
率

だ
が
、
正
史
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
社
史
は
か
な
り
の
割
合
で
収
録
し
て
い
る
。
ま
た

今
後
入
手
で
き
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
追
加
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
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（
三
）　
S
S
D
に
掲
載
し
た
社
史

S
S
D
に
掲
載
し
た
社
史
一
、
五
三
五
冊
に
つ
い
て
、
渋
沢
栄
一
の
関
わ
り
別

の
内
訳
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
S
S
D
に
は
社
名
変
遷
図
に
未
掲
載
の
各
社
工
場

な
ど
の
社
史
も
収
録
し
て
い
る
の
で
、
冊
数
は
（
二
）
の
調
査
結
果
よ
り
多
く
な
っ

て
い
る
。
カ
ッ
コ
内
は
全
一
、
五
三
五
冊
に
対
す
る
割
合
を
表
す
。

A
：
渋
沢
栄
一
が
直
接
関
わ
っ
た
会
社
の
社
史
＝
一
九
九
冊
（
一
三
％
）

B
：
A
の
事
業
を
継
承
あ
る
い
は
名
称
が
変
遷
し
た
会
社
の
社
史
＝
二
二
九
冊

（
一
五
％
）

C
：
A
B
以
外
で
「
渋
沢
栄
一
関
連
会
社
社
名
変
遷
図
」
に
載
っ
た
会
社
の
社

史
＝
二
八
二
冊
（
一
八
％
）

D
：「
社
名
変
遷
図
」
に
は
出
て
こ
な
い
が
、
栄
一
あ
る
い
は
A
B
C
と
関
連
す

る
会
社
の
社
史
＝
三
五
七
冊
（
二
三
％
）

E
：
上
記
以
外
の
会
社
の
社
史
＝
四
六
八
冊
（
三
〇
％
）

A
、
B
、
C
の
区
分
は
調
査
済
だ
が
、
D
と
E
に
つ
い
て
は
厳
密
な
区
分
で
は

な
い
。
あ
る
会
社
と
栄
一
と
の
関
係
が
あ
る
こ
と
は
証
明
で
き
て
も
、
逆
を
証
明
す

る
の
は
難
し
い
か
ら
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
現
在
推
測
可
能
な
限
り
、
と
い
う
注
釈

つ
き
の
区
分
で
あ
る
。
次
章
で
述
べ
る
よ
う
に
、
現
在
で
も
E
に
区
分
し
た
会
社

の
社
史
の
中
に
、
栄
一
と
の
関
係
を
示
唆
す
る
事
項
を
発
見
す
る
こ
と
が
あ
る
。

三
．「
渋
沢
栄
一
」
を
S
S
D
で
検
索
し
た
結
果

（
一
）　
フ
リ
ー
ワ
ー
ド
で
の
検
索
結
果

S
S
D
は
フ
リ
ー
ワ
ー
ド
で
の
検
索
が
で
き
る
の
で
、
渋
沢
栄
一
が
ど
の
社
史

に
登
場
す
る
か
、
S
S
D
を
「
渋
沢
栄
一
」
で
横
断
検
索
を
し
て
み
た
。
検
索
結

果
は
次
の
と
お
り
で
あ
る）

8
（

。

①　

  

社
史
を
検
索
（
ワ
ー
ド
検
索
）：
基
本
情
報
（
一
八
二
件
）／
目
次
（
七
三

件
）／
索
引
（
一
一
〇
件
）／
年
表
（
一
七
八
件
）／
資
料
編
（
八
一
件
）（
件

数
は
社
史
の
冊
数
）

②　

年
表
項
目
を
検
索
：
五
一
四
件
（
件
数
は
年
表
項
目
の
数
）

③　

索
引
語
を
検
索
：
二
八
件
（
件
数
は
索
引
語
の
数
）

で
は
こ
の
検
索
結
果
を
一
つ
一
つ
詳
し
く
見
て
い
き
た
い
。

①
―
一
．
基
本
情
報

「
社
史
を
検
索
」
し
た
結
果
の
ヒ
ッ
ト
件
数
は
、
社
史
の
冊
数
を
表
す
。
検
索
結

果
に
は
ま
ず
日
経
業
種）

9
（

別
の
円
グ
ラ
フ
が
表
示
さ
れ
、
そ
の
下
に
ヒ
ッ
ト
し
た
社
史

が
業
種
順
に
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。

「
基
本
情
報
」
と
は
該
当
社
史
の
書
誌
情
報
な
ど
で
あ
り
、
検
索
対
象
は
社
史
の

「
タ
イ
ト
ル
」「
会
社
名
」「
出
版
年
」「
社
史
沿
革
と
社
史
メ
モ
」
で
あ
る
。
そ
の
中
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に
「
渋
沢
栄
一
」
が
含
ま
れ
る
社
史
は
一
八
二
冊
あ
っ
た
。
タ
イ
ト
ル
や
会
社
名
に

「
渋
沢
栄
一
」
が
現
れ
る
こ
と
は
な
く
、
い
ず
れ
も
「
会
社
沿
革
と
社
史
メ
モ
」（
以

下
「
社
史
メ
モ
」）
に
「
渋
沢
栄
一
」
が
登
場
し
て
い
る
。
こ
の
「
社
史
メ
モ
」
は

社
史
製
作
者
が
書
い
た
も
の
で
な
く
、
S
S
D
作
成
時
に
渋
沢
財
団
が
書
き
起
こ

し
た
も
の
で
、
各
社
と
栄
一
の
関
係
が
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
リ
ス

ト
の
一
番
上
の
同
和
鉱
業（
株
）『
七
十
年
之
回
顧
』
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、「
社
史

メ
モ
」
の
中
に
「
一
方
大
阪
で
商
社
を
営
ん
で
い
た
藤
田
組
の
社
主
藤
田
伝
三
郎

は
、
渋
沢
栄
一
ら
と
大
阪
紡
績
会
社
等
を
設
立
す
る
な
ど
経
営
を
拡
大
、
鉱
山
事
業

に
乗
り
出
す
。」
と
い
う
一
文
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
円
グ
ラ
フ
を
ク
リ
ッ

ク
す
る
と
、
該
当
の
業
種
で
検
索
結
果
を
絞
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
。

①
―
二
．
目
次

「
目
次
」
の
中
に
「
渋
沢
栄
一
」
が
含
ま
れ
る
社
史
は
、
七
三
冊
あ
っ
た
。
一
覧

表
の
右
欄
に
は
目
次
項
目
に
現
れ
る
「
渋
沢
栄
一
」
が
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い

る
。
一
覧
表
は
該
当
件
数
順
だ
が
、
会
社
名
順
に
並
べ
な
お
す
こ
と
も
で
き
る
。
ま

た
円
グ
ラ
フ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
先
と
同
様
に
該
当
の
業
種
で
検
索
結
果
を
絞
り

込
む
こ
と
が
で
き
る
。

リ
ス
ト
の
一
番
上
の
王
子
製
紙（
株
）『
王
子
製
紙
社
史
．
第
一
巻
』
を
ク
リ
ッ
ク

す
る
と
、
該
当
す
る
目
次
項
目
が
ま
と
め
て
現
れ
る
。
栄
一
と
関
わ
り
の
深
い
王
子

製
紙
だ
け
に
、
目
次
の
七
か
所
に
栄
一
が
登
場
し
て
い
る
。
右
の
「
表
示
切
替
」
で

「
全
目
次
一
覧
」
を
選
ぶ
と
、
目
次
全
体
の
中
で
栄
一
が
登
場
す
る
箇
所
だ
け
が
ハ

イ
ラ
イ
ト
さ
れ
、
全
貌
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
。

①
―
三
．
索
引

「
索
引
」
の
中
に
「
渋
沢
栄
一
」
が
含
ま
れ
る
社
史
は
、
一
一
〇
冊
あ
っ
た
。
こ

ち
ら
も
検
索
結
果
は
業
種
別
の
円
グ
ラ
フ
と
、
該
当
数
順
の
一
覧
表
に
な
っ
て
い

る
。
八
件
が
該
当
し
た
一
番
上
の
日
本
銀
行
『
日
本
銀
行
百
年
史
．
第
一
巻
』
を
ク

リ
ッ
ク
す
る
と
、
該
当
す
る
索
引
項
目
が
ま
と
め
て
現
れ
る
。「
渋
沢
栄
一
」
が

様
々
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
索
引
語
を
み
る
だ
け
で
も
推
定
さ
れ
る
。
次

に
索
引
語
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
該
当
す
る
ペ
ー
ジ
の
目
次
項
目
が
現
れ
、
更
に
内

容
を
推
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
続
い
て
「
ペ
ー
ジ
」
の
数
字
を
ク
リ
ッ
ク
す

る
と
、
そ
の
項
目
に
含
ま
れ
る
索
引
語
の
リ
ス
ト
が
表
示
さ
れ
、
本
文
は
現
れ
な
い

が
内
容
を
あ
る
程
度
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
―
四
．
年
表

「
年
表
」
の
中
に
「
渋
沢
栄
一
」
が
含
ま
れ
る
社
史
は
、
一
七
八
冊
あ
っ
た
。
こ

ち
ら
も
検
索
結
果
は
業
種
別
の
円
グ
ラ
フ
と
、
該
当
数
順
の
一
覧
表
に
な
っ
て
い

る
。
一
番
多
い
の
は（
株
）第
一
銀
行
『
第
一
銀
行
年
表
』
の
一
八
件
で
、
栄
一
が
頭

取
を
務
め
て
い
た
だ
け
に
当
然
と
言
え
ば
当
然
で
あ
る
。
社
史
タ
イ
ト
ル
を
ク
リ
ッ

ク
す
る
と
、
該
当
す
る
年
表
項
目
が
年
月
日
順
に
現
れ
、
一
八
七
三
年
の
第
一
国
立

銀
行
創
立
時
か
ら
一
九
三
一
年
に
栄
一
が
没
す
る
ま
で
、
彼
の
動
向
が
年
表
に
現
れ

て
い
る
の
が
わ
か
る
。

右
の
「
表
示
切
替
」
で
「
全
年
表
一
覧
」
を
選
ぶ
と
、
年
表
全
体
の
中
で
栄
一
が

登
場
す
る
箇
所
だ
け
が
ハ
イ
ラ
イ
ト
さ
れ
、
全
貌
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

年
表
部
分
に
は
元
の
社
史
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
「
渋
沢
関
係
略
年
譜
」
が
各
年
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冒
頭
に
追
加
さ
れ
て
い
て
、
栄
一
の
足
跡
と
該
当
社
史
の
年
表
を
同
時
に
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
点
は
渋
沢
栄
一
研
究
に
大
い
に
役
立
つ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

①
―
五
．
資
料
編

「
資
料
編
」
と
は
各
社
史
の
巻
末
や
別
冊
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
統
計
や
図
表
な

ど
の
こ
と
で
、
S
S
D
に
は
各
資
料
の
タ
イ
ト
ル
や
図
表
の
項
目
名
な
ど
を
抽
出
し

て
収
録
し
て
い
る
。
そ
の
「
資
料
編
」
に
「
渋
沢
栄
一
」
が
含
ま
れ
る
社
史
は
、

八
一
冊
あ
っ
た
。
こ
ち
ら
も
検
索
結
果
は
業
種
別
の
円
グ
ラ
フ
と
、
該
当
数
順
の
一

覧
表
に
な
っ
て
い
る
。
リ
ス
ト
の
一
番
上
の
オ
ー
ベ
ク
ス（
株
）『
オ
ー
ベ
ク
ス
一
〇
〇

年
史
』
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
栄
一
の
訓
示
や
写
真
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
因
み
に
オ
ー
ベ
ク
ス（
株
）
は
栄
一
が
関
わ
っ
た
東
京
帽
子（
株
）
が
社
名
変
更

し
た
会
社
で
あ
る
。
該
当
社
史
の
「
基
本
情
報
」
タ
グ
を
ク
リ
ッ
ク
し
、「
社
名
変

遷
図
」
の
リ
ン
ク
先
を
見
る
こ
と
で
社
名
変
遷
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
年
表
項
目
検
索

「
社
史
を
検
索
」
で
「
渋
沢
栄
一
」
が
「
年
表
」
に
出
て
き
た
社
史
は
一
七
八
冊

だ
っ
た
が
、
今
度
は
「
年
表
項
目
検
索
」
で
「
渋
沢
栄
一
」
を
検
索
す
る
と
、
年
表

の
中
身
が
五
一
四
件
ヒ
ッ
ト
し
た
。
一
七
八
冊
の
社
史
の
年
表
項
目
か
ら
、
栄
一
が

登
場
し
た
年
月
日
を
抽
出
す
る
と
五
一
四
件
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
検
索

結
果
に
は
百
年
間
を
機
械
的
に
五
つ
に
区
切
っ
た
二
〇
年
ご
と
の
件
数
棒
グ
ラ
フ
が

出
て
い
て
、
栄
一
の
ヒ
ッ
ト
数
が
最
も
多
い
の
は
一
八
八
一
〜
一
九
〇
〇
年
の
間
の

一
七
六
件
で
あ
り
、
そ
の
前
後
も
一
四
〇
件
前
後
と
か
な
り
多
い
。
最
も
多
い

一
八
八
一
〜
一
九
〇
〇
年
の
間
は
栄
一
の
壮
年
期
で
あ
る
が
、
社
史
の
年
表
中
に
も

最
も
頻
繁
に
登
場
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

棒
グ
ラ
フ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
そ
の
年
代
の
年
表
項
目
に
絞
ら
れ
た
結
果
が
下
に

リ
ス
ト
さ
れ
て
い
る
。
業
種
別
の
円
グ
ラ
フ
が
現
れ
る
の
で
、
グ
ラ
フ
を
ク
リ
ッ
ク

し
業
種
を
絞
っ
て
内
容
を
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
業
種
を
絞
ら
な
け
れ
ば
各
業
界
を

横
断
し
て
栄
一
の
足
跡
を
見
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
例
え
ば
一
八
八
二
年
（
明
治

一
五
）
に
は
月
日
順
に
一
一
項
目
が
あ
げ
ら
れ
て
い
て
、
繊
維
、
パ
ル
プ
・
紙
、
電

力
、
商
社
な
ど
の
社
史
に
栄
一
が
登
場
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
栄
一
が
同
時
期
に
、

い
か
に
多
く
の
事
業
に
関
わ
っ
て
い
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
更
に
社
史
名
を

ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
当
該
社
史
の
年
表
中
に
栄
一
が
登
場
す
る
と
こ
ろ
が
ハ
イ
ラ
イ

ト
で
現
れ
る
。
こ
こ
か
ら
先
は
「
①
―
四
．
年
表
」
と
同
様
の
操
作
に
な
る
。

③
索
引
語
検
索

「
社
史
を
検
索
」
で
「
渋
沢
栄
一
」
が
「
索
引
」
に
出
て
き
た
社
史
は
一
一
〇
冊

だ
っ
た
が
、
今
度
は
「
索
引
語
を
検
索
」
で
「
渋
沢
栄
一
」
を
検
索
す
る
と
、
二
八

件
の
「
索
引
語
」
が
ヒ
ッ
ト
し
た）

10
（

。
こ
の
「
索
引
語
」
は
、
索
引
付
社
史
の
索
引
に

載
っ
て
い
る
言
葉
で
、「
渋
沢
栄
一
」
の
ほ
か
に
「
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
」
な
ど

「
渋
沢
栄
一
」
と
い
う
文
字
列
を
含
む
索
引
語
が
ま
と
め
て
表
示
さ
れ
る
。「
渋
沢
栄

一
」
と
い
う
文
字
列
の
み
が
索
引
語
と
な
っ
て
い
る
の
は
九
九
冊
の
社
史
で
あ
る
。

一
覧
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、（
株
）大
林
組
『
大
林
組
八
十
年
史
』（
一
九
七
二
）
か

ら
（
社
）
日
本
工
業
倶
楽
部
『
日
本
工
業
倶
楽
部
五
十
年
史
』（
一
九
七
二
）
ま
で
、

多
種
類
の
社
史
が
現
れ
る
。
社
史
名
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
当
該
社
史
の
「
渋
沢
栄
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一
」
の
登
場
す
る
ペ
ー
ジ
が
表
示
さ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
先
は
「
①
―
三
．
索
引
」
と

同
様
の
操
作
に
な
る
。

以
上
、
S
S
D
の
中
に
「
渋
沢
栄
一
」
が
ど
の
よ
う
に
登
場
す
る
か
、
フ
リ
ー

ワ
ー
ド
の
検
索
結
果
を
み
て
き
た
。
S
S
D
の
「
基
本
情
報
」「
目
次
」「
索
引
」

「
年
表
」「
資
料
編
」
の
い
ず
れ
か
に
「
渋
沢
栄
一
」
が
登
場
す
る
社
史
の
会
社
名

を
、
日
経
業
種
順
に
並
べ
た
の
が
【
表
1
】
で
あ
る
。
右
列
の
A
〜
E
は
栄
一
と

の
関
係
を
示
す
も
の
で
、
栄
一
が
直
接
関
わ
っ
た
会
社
だ
け
で
な
く
、
実
に
多
種
類

の
会
社
の
社
史
に
栄
一
が
登
場
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
二
）　
小
売
業
の
社
史
に
見
る
渋
沢
栄
一

次
に
、
社
史
の
中
に
栄
一
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
で
て
く
る
か
、「
小
売
業
」

を
例
に
調
べ
て
み
た
。
な
ぜ
小
売
業
か
と
い
う
と
、「
渋
沢
栄
一
と
小
売
業
」
に
関

す
る
近
年
の
研
究
が
見
当
た
ら
な
い
た
め
で）

11
（

、
そ
の
よ
う
な
業
界
の
社
史
に
も
栄
一

が
現
れ
る
、
と
い
う
例
で
あ
る
。

「
小
売
業
」
の
社
史
で
「
渋
沢
栄
一
」
が
登
場
す
る
の
は
、【
表
1
】
に
よ
る
と
次

の
各
社
で
あ
る
。

（
株
）ミ
キ
モ
ト
、
栄
養
食（
株
）、（
株
）天
賞
堂
、（
株
）町
田
糸
店
、（
株
）白
木

屋
、（
株
）松
屋
、（
株
）明
治
屋
。
こ
れ
ら
の
社
名
は
『
伝
記
資
料
』
五
八
巻
事
業
別

年
譜
に
は
い
ず
れ
も
登
場
し
な
い
。
か
ろ
う
じ
て
（
株
）ミ
キ
モ
ト
の
前
身
で
あ
る

「
御
木
本
真
珠
」
が
第
五
四
巻
に
出
て
く
る
だ
け
で
あ
る
。
で
は
各
社
の
社
史
に
栄

一
が
ど
の
よ
う
に
登
場
す
る
か
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
栄
一
に
関
す
る
記
述
を
紹
介

す
る
。

①（
株
）ミ
キ
モ
ト

真
珠
店
の
「（
株
）ミ
キ
モ
ト
」
創
業
者
御
木
本
幸
吉
は
一
九
二
七
年
米
国
へ
行
く

際
、
渋
沢
栄
一
か
ら
発
明
家
エ
ジ
ソ
ン
へ
の
紹
介
状
を
書
い
て
も
ら
っ
た
。『
御
木

本
真
珠
発
明
一
〇
〇
年
史
』（
一
九
九
四
）
の
「
社
史
メ
モ
」
に
は
、「
幸
吉
が
実
業

界
で
最
も
兄
事
し
た
渋
沢
栄
一
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る）

12
（

。「
目
次
」
に
も
同
様
に

「
渋
沢
栄
一
ら
に
兄
事
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
御
木
本
幸
吉
が
栄
一
に
私
淑
し
て
い

た
様
子
が
わ
か
る
。

②
栄
養
食（
株
）

「
栄
養
食（
株
）」
は
、
栄
一
が
関
わ
っ
た
「
洲
崎
養
魚（
株
）」
の
管
理
人
関
直
之

の
子
孫
が
設
立
し
た
、
集
団
給
食
を
請
け
負
う
会
社
で
あ
る
。『
会
社
五
十
年
の
歩

み
』（
一
九
八
九
）
の
「
社
史
メ
モ
」
に
は
、「
第
三
部
は
著
者
自
身
の
経
営
哲
学

で
、
渋
沢
栄
一
の
訓
言
に
も
触
れ
る
。」
と
あ
る）

13
（

。「
目
次
」
を
み
る
と
、「
第
三
部

（
九
）
ホ　

私
が
大
事
に
し
て
い
る
教
訓
」
に
、
宗
教
、
福
沢
諭
吉
、
高
田
敏
子
と

並
ん
で
「
渋
沢
栄
一
先
生
の
訓
言
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

③（
株
）天
賞
堂

「（
株
）天
賞
堂
」
は
銀
座
の
商
店
だ
が
、『
伝
記
資
料
』
第
二
九
巻
「
第
三
部
身

辺
」
に
は
、「
明
治
三
九
年
一
二
月
（
一
九
〇
六
年
）
是
月
栄
一
、
銀
座
ノ
天
賞
堂

ニ
於
テ
、
商
業
道
徳
ニ
関
ス
ル
演
説
ヲ
蓄
音
器
ノ
音
盤
ニ
録
音
ス
。【
六
三
四
頁
】」

と
あ
る
。
天
賞
堂
の
社
史
『
商
道
先
駆
：
天
賞
堂
五
十
年
の
回
顧
』（
一
九
三
九
）

の
「
社
史
メ
モ
」
に
は
、「
一
九
〇
四
年
（
明
三
七
）
米
国
コ
ロ
ム
ビ
ア
社
の
写
声



渋沢研究　第28号　2016

─54─

機
（
蓄
音
機
）
を
発
売
し
レ
コ
ー
ド
も
制
作
、
音
曲
の
内
容
を
「
美
音
の
栞
」
と
し

て
頒
布
す
る
等
、
独
創
的
販
売
方
法
で
業
績
を
伸
ば
す
。﹇
一
九
〇
六
年
に
は
渋
沢

栄
一
が
演
説
を
レ
コ
ー
ド
に
録
音
し
て
い
る
﹈」
と
し
て
あ
る）

14
（

。

④（
株
）町
田
糸
店

「（
株
）町
田
糸
店
」
は
、
町
田
徳
之
助
が
浅
草
に
創
業
し
た
糸
商
で
あ
る
。『
町
田

百
二
十
年
の
あ
ゆ
み
』（
一
九
八
三
）
の
「
社
史
メ
モ
」
に
は
、「
二
代
徳
之
助

（
一
八
六
六
〜
一
九
五
二
）
は
渋
沢
栄
一
始
め
多
く
の
実
業
家
の
知
遇
を
得
て
家
業
を

発
展
さ
せ
、
一
九
〇
九
年
（
明
四
二
）
の
渡
米
実
業
団
に
も
参
加
。」
と
あ
る）

15
（

。『
町

田
百
年
略
史
』（
一
九
六
五
）
の
年
表
に
は
、「
一
八
七
〇
年
：
初
代
（
三
十
才
）
生
糸

買
付
の
縁
に
よ
り
渋
沢
栄
一
（
後
子
爵
）
と
相
知
る
。」「
一
九
〇
九
年
：
二
代

（
四
十
四
才
）
ア
メ
リ
カ
よ
り
の
招
請
で
、
東
京
外
四
大
都
市
の
各
商
業
会
議
所
議
員

中
よ
り
在
京
糸
類
商
の
代
表
と
し
て
、
渡
米
実
業
団
の
一
員
と
し
て
八
月
末
―
十
二

月
に
亘
り
ア
メ
リ
カ
、
ハ
ワ
イ
視
察
旅
行
。
団
長
は
渋
沢
栄
一
氏
で
団
員
約
四
十

名
。」
と
、
二
代
に
わ
た
っ
て
渋
沢
栄
一
と
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

⑤（
株
）白
木
屋

「（
株
）白
木
屋
」
は
日
本
橋
に
あ
っ
た
百
貨
店
だ
が
、『
白
木
屋
三
百
年
史
』

（
一
九
五
七
）「
目
次
」
の
「
第
二
部
株
式
会
社
時
代　

近
代
百
貨
店
へ
の
黎
明　

名

士
講
話
と
勤
続
者
表
彰
」
の
中
に
、「
渋
沢
栄
一
の
講
話
」
と
い
う
項
目
が
あ
る）

16
（

。

目
次
全
体
を
な
が
め
て
み
る
と
、
近
代
百
貨
店
へ
の
歩
み
の
中
で
広
報
宣
伝
誌
を
出

し
た
り
少
女
歌
劇
を
実
施
し
た
り
し
た
延
長
に
、
名
士
講
話
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
渋
沢
栄
一
は
こ
の
白
木
屋
の
経
営
そ
の
も
の
に
関
わ
っ
た
記
録
は
見
い
だ
せ
な

い
が
、
自
分
が
直
接
関
係
し
て
い
な
く
て
も
、
依
頼
を
受
け
て
多
く
の
会
社
団
体
等

で
講
演
を
行
っ
た
実
態
が
社
史
に
現
れ
て
い
る
例
で
あ
る）

17
（

。

⑥（
株
）松
屋

「（
株
）松
屋
」
も
銀
座
の
百
貨
店
で
あ
る
。
こ
ち
ら
は
『
松
屋
百
年
史
』（
一
九
六
九
）

「
年
表
」
の
中
に
「
一
九
一
八
年
八
月　

東
京
臨
時
救
済
会
（
会
長
渋
沢
栄
一
）
へ

松
屋
呉
服
店
代
表
者
古
屋
徳
兵
衛
千
円
寄
付
す
（
米
価
を
は
じ
め
一
般
物
価
騰
貴
に

も
と
づ
く
生
活
困
難
を
救
済
す
る
た
め
有
志
相
計
っ
て
救
済
資
金
を
募
集
）」
と
記

さ
れ
て
い
る）

18
（

。「
東
京
臨
時
救
済
会
」
は
『
伝
記
資
料
』
第
三
〇
巻
で
は
、「
大
正
七

年
八
月
一
五
日
（
一
九
一
八
年
）
是
年
、
世
界
大
戦
ノ
影
響
等
ニ
ヨ
リ
米
穀
其
他
ノ

諸
物
価
暴
騰
シ
、
各
地
ニ
暴
動
勃
発
シ
、
是
月
十
三
日
東
京
ニ
波
及
ス
。
是
日
、
東

京
臨
時
救
済
会
組
織
セ
ラ
レ
、
栄
一
之
ガ
会
長
ニ
推
サ
ル
。
爾
後
同
年
十
二
月
会
務

終
了
ニ
至
ル
間
、
会
務
ニ
尽
瘁
ス
。【
六
八
二
〜
七
五
八
頁
】」
と
書
か
れ
て
い
る
。

栄
一
は
企
業
活
動
だ
け
で
な
く
、
社
会
公
共
事
業
に
於
い
て
も
様
々
な
資
金
集
め
に

奔
走
し
て
い
た
こ
と
が
現
れ
て
い
る
。

⑦（
株
）明
治
屋

「（
株
）明
治
屋
」
は
輸
入
食
品
を
扱
う
商
店
だ
が
、
こ
ち
ら
は
『
明
治
屋
百
年
史
』

（
一
九
八
七
）
の
「
年
表
」
に
「
一
九
三
一
年
：
一
一
月
一
一
日 

渋
沢
栄
一
没 

」
と

あ
る
だ
け
で
あ
る）

19
（

。
自
社
の
で
き
ご
と
で
な
く
「
社
会
の
動
き
」
の
項
目
だ
が
、
栄
一

の
逝
去
が
当
時
の
社
会
に
と
っ
て
大
き
な
出
来
事
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
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（
三
）
年
表
項
目
に
現
れ
る
渋
沢
栄
一

検
索
結
果
の
三
番
目
の
事
例
と
し
て
、「
年
表
項
目
検
索
」
を
「
年
月
日
」
で
検

索
す
る
と
ど
う
な
る
か
を
調
べ
た
。
例
と
し
て
、
渋
沢
栄
一
の
亡
く
な
っ
た

「
一
九
三
一
年
一
一
月
一
一
日
」
を
、「
年
表
項
目
検
索
」
で
検
索
し
た
。
す
る
と

四
六
件
ヒ
ッ
ト
し
た
う
ち
の
二
八
件
が
栄
一
の
逝
去
に
触
れ
て
い
た）

20
（

。
日
付
ま
で

と
っ
て
い
な
い
社
史
も
あ
る
の
で
、「
渋
沢
栄
一
」「
一
九
三
一
年
一
一
月
」
と
年
表

項
目
に
い
れ
て
検
索
し
た
と
こ
ろ
、
全
部
で
四
三
件
ヒ
ッ
ト
し
た）

21
（

。「
年
表
項
目
検

索
」
は
こ
の
よ
う
に
、「
フ
リ
ー
ワ
ー
ド
」
と
「
年
月
日
」
を
掛
け
合
わ
せ
て
検
索

で
き
る
。
そ
の
結
果
一
五
業
種
の
四
三
冊
の
社
史
の
年
表
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
は
栄
一
が
直
接
関
わ
っ
た
会
社
の
社
史
だ
が
、
中
に
は
関

係
の
は
っ
き
り
し
な
い
三
菱
地
所（
株
）『
丸
の
内
百
年
の
あ
ゆ
み
：
三
菱
地
所
社

史
．
資
料
・
年
表
・
索
引
』（
一
九
九
三
）、
尼
崎
築
港（
株
）『
尼
崎
築
港
七
〇
年
史
』

（
一
九
九
九
）、
大
塚
製
靴（
株
）『
大
塚
製
靴
百
年
史
』（
一
九
七
六
）
な
ど
も
あ
っ

た
。今

度
は
栄
一
の
生
ま
れ
た
一
八
四
〇
年
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。「
年
表
項
目
」
に

「
渋
沢
栄
一
」「
一
八
四
〇
年
」
と
入
れ
て
検
索
し
た
と
こ
ろ
、
三
件
ヒ
ッ
ト
し
た）

22
（

。

大
塚
製
靴（
株
）、
渋
沢
倉
庫（
株）

23
（

）、
笹
気
出
版
印
刷（
株
）
の
社
史
で
あ
る
。
以
下

そ
れ
ぞ
れ
の
社
史
に
登
場
す
る
栄
一
を
述
べ
る
。

①
大
塚
製
靴（
株
）

「
大
塚
製
靴（
株
）」
は
『
伝
記
資
料
』
五
八
巻
の
事
業
別
年
譜
に
現
れ
ず
、
創
業

時
の
「
大
塚
商
店
」
の
名
称
も
『
伝
記
資
料
』
の
款
項
目
索
引
に
は
で
て
こ
な
い
。

し
か
し
栄
一
は
日
本
塾
皮
会
社
や
桜
組
な
ど
製
靴
業
に
も
深
く
関
わ
っ
て
い
た
の

で
、
一
八
七
二
年
創
業
の
同
業
者
で
あ
る
大
塚
製
靴
の
社
史
に
は
栄
一
の
生
没
年
が

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。

②
渋
沢
倉
庫（
株
）

「
渋
沢
倉
庫
（
株
）」
は
「
渋
沢
」
の
名
を
現
在
も
冠
し
て
い
る
唯
一
の
会
社
で
、

栄
一
の
生
没
年
を
取
り
上
げ
る
の
は
不
思
議
で
は
な
い
。『
渋
沢
倉
庫
六
十
年
史
』

（
一
九
五
九
）、『
渋
沢
倉
庫
の
八
〇
年
．
二
』（
一
九
七
七
）、『
渋
沢
倉
庫
百
年
史
』

（
一
九
九
九
）
の
い
ず
れ
の
年
表
に
も
没
年
は
登
場
す
る
。
生
没
年
ば
か
り
で
な
く
、

一
八
八
二
年
の
倉
庫
会
社
開
業
時
や
没
後
一
九
九
三
年
の
胸
像
除
幕
式
の
事
も
『
百

年
史
』
の
年
表
に
出
て
き
て
い
る
。

③
笹
気
出
版
印
刷（
株
）

「
笹
気
出
版
印
刷（
株
）」
は
仙
台
出
身
の
笹
気
幸
治
が
一
九
二
一
年
仙
台
に
創
業
し

た
印
刷
会
社
だ
が
、
一
般
に
知
ら
れ
た
会
社
で
は
な
い
。
し
か
し
こ
の
会
社
が
戦
後

『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
』
の
印
刷
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
社
史
『
妝そ
う
こ
う匣
の
本

質
：
ひ
た
む
き
に
生
き
る
刷
す
り
た
く
み匠
た
ち
の
念
い
）
24
（

』（
二
〇
一
二
）
の
年
表
に
次
の
よ
う
に
出

て
い
る
。「
昭
和
二
九
年
（
一
九
五
四
）
一
二
月 

渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
刊
行
会
よ
り
第

一
巻
の
原
稿
を
受
領　

以
来
全
五
八
巻
お
よ
び
補
遺
一
〇
巻
合
計
六
八
巻
を
二
〇
年
間

に
わ
た
っ
て
作
成
。
感
謝
状
を
授
与
さ
れ
る　

本
書
は
「
朝
日
文
化
賞
」
受
賞 

」。
目

次
を
み
る
と
、「
第
六
章　

笹
気
出
版
の
金
字
塔
」
の
二
番
目
に
、「『
論
語
と
算
盤
』―

『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
』
に
か
け
た
二
〇
年
」
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
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四
．
結
　
論

こ
れ
ま
で
本
稿
で
調
査
し
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

（
一
）
渋
沢
栄
一
が
関
わ
っ
た
会
社
と
そ
の
社
史

『
会
社
史
総
合
目
録　

増
補
・
改
訂
版
』
に
よ
る
と
、
A
「
栄
一
が
直
接
関
わ
っ

た
会
社
」
五
二
二
社
の
う
ち
の
七
八
社
が
社
史
を
出
し
て
い
て
、
点
数
は
三
二
〇
冊

に
な
る
。
ま
た
B
「
事
業
を
継
承
あ
る
い
は
名
称
が
変
遷
し
た
会
社
」
二
八
九
社
の

う
ち
の
一
〇
四
社
が
社
史
を
出
し
て
い
て
、
点
数
は
三
三
五
冊
に
な
る
。

（
二
）「
渋
沢
社
史
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
と
渋
沢
栄
一
関
連
会
社
の
社
史

A
「
栄
一
が
直
接
関
わ
っ
た
会
社
」
が
出
し
た
社
史
三
二
〇
冊
の
う
ち
S
S
D

に
は
一
七
二
冊
を
、
B
「
事
業
を
継
承
あ
る
い
は
名
称
が
変
遷
し
た
会
社
」
が
出
し

た
社
史
三
三
五
冊
の
う
ち
S
S
D
に
は
一
八
五
冊
を
収
録
し
て
い
る
。
社
名
変
遷

図
に
未
掲
載
の
各
社
工
場
社
史
な
ど
を
加
え
る
と
、
S
S
D
収
録
は
A
で
は

一
九
九
冊
、
B
で
は
二
二
九
冊
に
な
る
。

（
三
）「
渋
沢
栄
一
」
を
S
S
D
で
検
索
し
た
結
果

S
S
D
で
「
渋
沢
栄
一
」
を
検
索
す
る
と
、【
表
1
】
の
と
お
り
数
多
く
の
会
社

の
社
史
が
ヒ
ッ
ト
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
か
も
そ
れ
は
、
栄
一
が
直
接
関
わ
っ

た
会
社
や
そ
の
後
身
会
社
の
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
。
栄
一
は
関
わ
り
の
判
明
し
な

い
会
社
を
含
め
、
実
に
様
々
な
会
社
の
社
史
に
登
場
し
て
い
る
。
栄
一
が
直
接
関
係

し
た
会
社
の
社
史
に
「
渋
沢
栄
一
」
が
登
場
す
る
の
は
い
わ
ば
当
然
の
こ
と
で
、
そ

れ
ら
の
記
述
の
多
く
は
『
伝
記
資
料
』
に
既
に
引
用
さ
れ
て
い
る
と
推
測
で
き
る
。

む
し
ろ
、
栄
一
と
の
関
係
が
不
確
か
な
会
社
の
社
史
に
現
れ
る
「
渋
沢
栄
一
」
の
方

が
、
こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
彼
の
事
績
に
繋
が
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま

た
栄
一
は
各
社
の
社
史
の
中
に
、
経
営
者
と
し
て
ば
か
り
で
な
く
、
各
時
代
を
証
言

す
る
様
々
な
横
顔
を
持
っ
て
登
場
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
各
年
代
の
象
徴
と
し
て
、

栄
一
が
年
表
項
目
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
場
合
も
多
い
。

「
年
表
項
目
」
の
検
索
で
は
、
同
時
代
の
栄
一
の
事
績
を
横
断
的
に
見
る
こ
と
が
で

き
る
の
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
多
く
の
社
史
の
年
表
デ
ー
タ
を
収
録
し
た
S
S
D
な

ら
で
は
の
成
果
で
あ
る
。「
目
次
」「
索
引
」「
資
料
編
」
の
検
索
結
果
は
、
い
ず
れ
も
社

史
の
本
文
を
参
照
し
な
け
れ
ば
詳
細
が
不
明
だ
が
、「
年
表
」
の
記
載
事
項
は
そ
れ
だ

け
で
完
結
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
特
定
の
年
月
日
の
出
来
事
を
横
断

的
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
歴
史
研
究
に
と
っ
て
大
い
に
意
味
が
あ
る
だ
ろ
う
。

以
上
が
本
稿
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
な
お
S
S
D
は
「
渋
沢

栄
一
」
だ
け
を
検
索
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
は
な
く
、
近
現
代
の
日
本
社
会
を
め
ぐ
る

様
々
な
事
象
の
検
索
が
可
能
で
あ
る
。
実
際
二
〇
一
五
年
三
月
か
ら
六
月
ま
で
の
ア
ク

セ
ス
解
析
に
よ
る
と
、
世
界
九
二
ヶ
国
か
ら
七
万
六
千
を
超
え
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
ユ
ー

ザ
ー
の
訪
問
回
数
）
が
あ
り
、
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
は
四
五
万
回
を
超
え
月
ご
と
に
増
え
て

い
る
。
現
在
は
日
本
語
で
の
検
索
し
か
で
き
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
数
多
く
の
利
用

が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
S
S
D
を
ぜ
ひ
「
渋
沢
栄
一
」
以
外
の
言
葉
で

も
検
索
し
、
社
史
に
含
ま
れ
る
情
報
を
役
立
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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日経業種 会社名 栄一関係
鉱業 古河鉱業（株） B
鉱業 北海道炭礦汽船（株） B
鉱業 同和鉱業（株） C
建設 若松築港（株） A
建設 清水建設（株） B
建設 清水建設（株）名古屋支店 B
建設 大成建設（株） B
建設 東亜建設工業（株） B
建設 中電配電サポート（株） B
建設 尼崎築港（株） D
建設 清水建設兼喜会 D
建設 東急建設（株） D
建設 日本鋪道（株） D
建設 （株）大林組 E
建設 （株）間組 E
建設 （株）横河建築設計事務所 E
建設 （株）横河ブリッジ E
食品 大日本製糖（株） A
食品 大日本麦酒（株） A
食品 台湾製糖（株） A
食品 明治製糖（株） A
食品 アサヒビール（株） B
食品 麒麟麦酒（株） B
食品 サッポロビール（株） B
食品 日本製粉（株） C
食品 味の素（株） D
食品 日清製油（株） D
食品 野田醤油（株） D
食品 サントリー（株） E
食品 日東製粉（株） E
食品 森永製菓（株） E
繊維 大阪紡績（株） A
繊維 京都織物（株） A
繊維 （財）大日本蚕糸会 A
繊維 （社）大日本蚕糸会 A
繊維 帝国蚕糸（株） A
繊維 帝国製麻（株） A
繊維 東洋紡績（株） A
繊維 富岡製糸場 A
繊維 日本紡績協会 A
繊維 鐘紡（株） B
繊維 大和紡績（株） B
繊維 片倉製糸紡績（株） C
繊維 日東紡績（株） C
繊維 ダイニック（株） D
繊維 日綿実業（株） D
繊維 日本フエルト（株） D
繊維 日本綿花（株） D
繊維 （社）日本綿花協会 D
繊維 （社）日本綿業倶楽部 D
繊維 富士紡績（株） D
繊維 倉敷紡績（株） E
繊維 東洋棉花（株） E
繊維 内外綿（株） E
繊維 （株）八木商店 E
パルプ・紙 王子製紙（株） A
パルプ・紙 日本紙パルプ商事（株） B
パルプ・紙 東海パルプ（株） D
パルプ・紙 三菱製紙（株） D
パルプ・紙 小林記録紙（株） E
パルプ・紙 北越製紙（株） E

日経業種 会社名 栄一関係
化学工業 大日本人造肥料（株） A
化学工業 電気化学工業（株） A
化学工業 日本染料製造（株） A
化学工業 大日本セルロイド（株） B
化学工業 日産化学工業（株） B
化学工業 （特）理化学研究所 C
化学工業 三共（株） C
化学工業 稲畑産業（株） D
化学工業 三井東圧化学（株） D
化学工業 四国化成工業（株） E
石油 宝田石油（株） A
石油 日本石油（株） C
窯業 浅野セメント（株） A
窯業 品川白煉瓦（株） A
窯業 秩父セメント（株） A
窯業 日本煉瓦製造（株） A
窯業 日本セメント（株） B
窯業 三河セメント（株） B
窯業 小野田セメント（株） C
窯業 日本板硝子（株） E
鉄鋼業 日本鋼管（株） A
鉄鋼業 東京製綱（株） A
鉄鋼業 日本製鉄（株） B
鉄鋼業 富士製鉄（株）室蘭製鉄所 B
鉄鋼業 八幡製鉄（株）八幡製鉄所 B
鉄鋼業 川崎製鉄（株） C
鉄鋼業 昭和電工（株） E
非鉄金属 日本軽金属（株） D
非鉄金属 古河電気工業（株） D
機械 石川島重工業（株） B
機械 石川島播磨重工業（株） B
機械 久保田鉄工（株） E
機械 蛇の目ミシン工業（株） E
電気機器 沖電気工業（株） B
電気機器 日本電気（株） D
電気機器 （株）日立製作所 D
造船 浦賀船渠（株） A
造船 （株）東京石川島造船所 A
造船 函館船渠（株） A
造船 川崎重工業（株） C
造船 （株）川崎造船所 C

造船
住友重機械工業（株） 
横須賀造船所

C

自動車 神奈川トヨタ自動車（株） E
その他輸送機器 汽車製造（株） A
精密機器 （株）トキメック E
その他製造業 東京帽子（株） A
その他製造業 日本皮革（株） A
その他製造業 オーベクス（株） B
その他製造業 大日本印刷（株） B
その他製造業 （株）ニッピ B
その他製造業 日本製靴（株） B
その他製造業 （株）リーガルコーポレーション B
その他製造業 （株）イトーキ D
その他製造業 大塚製靴（株） D
その他製造業 オリエンタル写真工業（株） D
その他製造業 共同印刷（株） D
その他製造業 東洋ランル（資） D
その他製造業 （株）安藤七宝店 E
商社 中日実業（株） A
商社 朝鮮興業（株） A

表1　「渋沢栄一」が登場する社史の会社名一覧
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日経業種 会社名 栄一関係
商社 東洋拓殖（株） A
商社 三井物産（株） B
商社 三井 C
商社 三菱商事（株） D
商社 安田保善社 D
商社 伊藤忠商事（株） E
商社 東京青果実業組合聯合会 E
商社 日商（株） E
小売業 （株）ミキモト C
小売業 栄養食（株） D
小売業 （株）天賞堂 D
小売業 （株）町田糸店 D
小売業 （株）白木屋 E
小売業 （株）松屋 E
小売業 （株）明治屋 E
銀行 （株）秋田銀行 A
銀行 （株）七十七銀行 A
銀行 （株）十八銀行 A
銀行 （株）第一銀行 A
銀行 （株）第十銀行 A
銀行 （株）朝鮮銀行 A

銀行
（社）東京銀行協会 
東京手形交換所

A

銀行 （株）日本勧業銀行 A
銀行 日本銀行 A
銀行 （株）日本興業銀行 A
銀行 （株）北海道拓殖銀行 A
銀行 横浜正金銀行 A
銀行 （株）黒須銀行 A
銀行 （株）青森銀行 B
銀行 （株）協和銀行 B
銀行 （株）群馬銀行 B
銀行 （株）十六銀行 B
銀行 （株）第一勧業銀行 B
銀行 （株）第一勧業銀行青森支店 B
銀行 （株）南都銀行 B
銀行 （株）八十二銀行 B
銀行 （株）肥後銀行 B
銀行 （株）北越銀行 B
銀行 （株）北陸銀行 B
銀行 （株）三井銀行 B
銀行 （株）大分銀行 C
銀行 京都銀行協会 C
銀行 （株）埼玉銀行 C
銀行 全国銀行協会連合会 C
銀行 （株）富士銀行 C
銀行 （株）武州銀行 C
銀行 三井両替店 C
銀行 （株）横浜銀行 C
銀行 （株）足利銀行 D
銀行 （株）伊予銀行 D
銀行 （株）静岡銀行 D
銀行 （株）三重銀行 D
銀行 安田信託銀行（株） D
証券 （資）紅葉屋商会 C
証券 大和証券（株） D
証券 日興証券（株） E
証券 野村証券（株） E
証券 山一証券（株） E
保険 東京海上火災保険（株） A
保険 明治火災保険（株） A

日経業種 会社名 栄一関係
保険 住友海上火災保険（株） B
保険 同和火災海上保険（株） B
保険 日産火災海上保険（株） B
保険 朝日生命保険（相） C
保険 帝国生命保険（株） C
保険 日新火災海上保険（株） C
保険 日本火災海上保険（株） C
保険 安田火災海上保険（株） C
保険 第一生命保険（相） D
保険 日本生命保険（相） D
保険 安田生命保険（相） D
保険 保険銀行時報社 E
その他金融業 （株）東京株式取引所 A
その他金融業 東京米穀取引所 A
その他金融業 大阪証券取引所 C
その他金融業 東京穀物商品取引所 C
その他金融業 東京証券取引所 C
不動産 東京建物（株） A
不動産 清和綜合建物（株） D
不動産 東急不動産（株） D
不動産 三菱地所（株） D
不動産 （株）有終会 D
鉄道 京阪電気鉄道（株） A
鉄道 東京地下鉄道（株） A
鉄道 南満洲鉄道（株） A
鉄道 秩父鉄道（株） B
鉄道 東京急行電鉄（株） B
鉄道 東京横浜電鉄（株） B
鉄道 王子電気軌道（株） C
鉄道 朝鮮総督府鉄道局 D
鉄道 日本国有鉄道 D
陸運 日本通運（株） C
海運 日清汽船（株） A
海運 日本郵船（株） A
海運 大阪商船（株） C
海運 大阪商船三井船舶（株） C
海運 川崎汽船（株） D
空運 日本航空輸送（株） A
倉庫 渋沢倉庫（株） A
倉庫 日塩（株） B
倉庫 （社）日本倉庫協会 D
倉庫 横浜倉庫（株） E

通信
日本電信電話公社東京電気 
通信局

D

電力 広島電気（株） A
電力 京城電気（株） B
電力 東京電灯（株） B
電力 満洲電業（株） B
電力 関西電力（株） C
電力 中国電力（株） C
電力 東京電力（株） C
電力 東邦電力（株） C
ガス 大阪瓦斯（株） A
ガス 東京瓦斯（株） A
ガス 北海道瓦斯（株） A
ガス 東邦瓦斯（株） B
ガス 西部瓦斯（株） C
ガス 東京コークス（株） D
サービス業 （株）実業之日本社 A
サービス業 （株）帝国ホテル A
サービス業 （株）東京会館 A

表1　続き
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【
表
1
】「
渋
沢
栄
一
」
が
登
場
す
る
社
史
の
会
社
名
一
覧

S
S
D
の
「
基
本
情
報
」「
目
次
」「
索
引
」「
年
表
」「
資
料
編
」
の
い
ず
れ
か
に

「
渋
沢
栄
一
」
が
登
場
す
る
社
史
を
出
し
た
会
社
名
の
、
日
経
業
種
順
一
覧
。
同
一

業
種
の
中
は
、
栄
一
と
の
関
係
順
。

謝
　
辞

本
稿
執
筆
に
際
し
て
は
、
公
益
財
団
法
人
渋
沢
栄
一
記
念
財
団
情
報
資
源
セ
ン

タ
ー
企
業
史
料
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
担
当
の
松
崎
裕
子
氏
に
有
益
な
助
言
を
い
た
だ
い

た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

註　
（
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
確
認
は
い
ず
れ
も
二
〇
一
五
年
七
月
三
〇
日
）

（
1
）　

村
橋
勝
子
『
社
史
の
研
究
』（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
二
〇
〇
二
）
に
は
、「
明
治
以
降

二
〇
〇
〇
年
ま
で
の
既
刊
社
史
は
、
二
〇
〇
一
年
七
月
現
在
、
一
万
三
、
一
六
六
点
に

の
ぼ
っ
て
い
る
」（
一
二
頁
）
と
あ
る
。
同
書
に
よ
る
と
社
史
は
年
間
一
五
〇
〜

三
〇
〇
点
ほ
ど
の
ペ
ー
ス
で
出
版
さ
れ
て
い
る
の
で
、
二
〇
一
五
年
現
在
で
は

一
万
五
千
点
を
超
え
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

（
2
）　
「
会
社
」
と
い
う
概
念
は
一
般
に
「
企
業
」
よ
り
狭
い
意
味
で
用
い
ら
れ
る
が
（
奥

村
宏
『
会
社
と
は
何
か
』（
岩
波
ジ
ュ
ニ
ア
新
書
、
二
〇
〇
一
）
三
三
頁
）、
本
稿
で
は

厳
密
に
区
別
せ
ず
、
栄
一
の
関
わ
っ
た
「
企
業
」
の
意
味
で
「
会
社
」
を
用
い
た
。

（
3
）　

渋
沢
栄
一
の
主
要
な
伝
記
の
収
録
範
囲
に
つ
い
て
は
、
平
井
雄
一
郎
「
渋
沢
栄
一
の

「
事
実
／
真
実
」
か
ら
「
存
在
の
謎
」
へ
：
伝
記
・
歴
史
小
説
（『
記
憶
と
記
録
の
な
か

の
渋
沢
栄
一
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
四
）
一
八
五
〜
二
一
二
頁
）
に
詳
し
い
。

日経業種 会社名 栄一関係
サービス業 東京興信所 A
サービス業 東京日日新聞社 A
サービス業 東宝（株）帝国劇場 A
サービス業 （株）東洋経済新報社 A
サービス業 箱根温泉供給（株） A
サービス業 （資）冨山房 A
サービス業 婦女新聞社 A
サービス業 （株）報知新聞社 A
サービス業 （株）読売新聞社 A
サービス業 （株）京都ホテル B
サービス業 （社）共同通信社 B
サービス業 （株）時事通信社 B
サービス業 （株）東亜興信所 B
サービス業 （社）同盟通信社 B
サービス業 （株）日本経済新聞社 B
サービス業 （名）商業興信所 C
サービス業 （株）電通 C

日経業種 会社名 栄一関係
サービス業 （財）日本交通公社 C
サービス業 （株）江木写真店 D
サービス業 笹気出版印刷（株） D
サービス業 （株）歌舞伎座 D
サービス業 （株）帝国データバンク D
サービス業 （株）平凡社 E
サービス業 （株）岩波書店 E
経済団体 東京商工奨励館 A
経済団体 東京商工会 A
経済団体 東北振興会 A
経済団体 （社）日本工業倶楽部 A
経済団体 東京商工会議所 B
経済団体 （社）経済団体連合会 C
経済団体 大阪商工会議所 D
経済団体 長岡商工会議所 D
経済団体 横浜商工会議所 D
経済団体 （社）経済同友会 E

*「経済団体」は日経業種ではなく、SSD中の該当社史をまとめたもの
*「栄一関係」

A：渋沢栄一が直接関わった会社
B：Aの事業を継承あるいは名称が変遷した会社
C：AB以外で「社名変遷図」に載った会社
D：「社名変遷図」には出てこないが、栄一あるいは ABCと関連する会社
E：上記以外の会社

表1　続き



渋沢研究　第28号　2016

─60─

（
4
）　

栄
一
の
経
済
活
動
に
つ
い
て
は
、
島
田
昌
和
『
渋
沢
栄
一
の
企
業
者
活
動
の
研
究
』

（
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
七
）
が
一
つ
の
指
標
と
な
る
。
し
か
し
こ
の
著
作
は
栄

一
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
資
金
調
達
の
流
れ
に
注
目
し
た
も
の
で
、
栄
一
の
実
業
界

で
の
具
体
的
な
活
動
を
俯
瞰
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
日
本
の
学
術
論
文
情
報
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
で
あ
るC

iN
ii

で
タ
イ
ト
ル
に
「
渋
沢
栄
一
」
が
あ
る
文
献
を
検
索
す
る

と
、
書
籍
が
二
二
三
件
、
雑
誌
記
事
が
五
四
四
件
、
博
士
論
文
が
五
件
、
合
計
七
七
二

件
ヒ
ッ
ト
す
る
が
、
経
済
活
動
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
の
多
く
は
「
資
本
主
義
の
主
導

者
と
し
て
の
渋
沢
栄
一
」
あ
る
い
は
「
経
済
倫
理
」
な
ど
が
テ
ー
マ
で
あ
り
、
個
別
企

業
と
栄
一
の
関
わ
り
を
論
じ
た
も
の
は
わ
ず
か
で
あ
る
。 http://ci.nii.ac.jp/search

?title=%
E6%

B8%
8B%

E6%
B2%

A
2%

E6%
A

0%
84%

E4%
B8%

80&
type=1&

l=

ja

（
5
）　

門
倉
百
合
子
「
み
じ
ん
切
り
か
ら
ハ
ン
バ
ー
グ
へ 
― 
「
渋
沢
社
史
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

公
開
ま
で
の
歩
み
」 （
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

第
四
三
）　
『
青
淵
』
第
七
八
五
号　

（
二
〇
一
四
年
八
月
）　http://w

w
w.shibusaw

a.or.jp/center/new
sletter/785.htm

l

（
6
）　

栄
一
が
関
わ
っ
た
会
社
の
数
に
つ
い
て
は
、『
渋
沢
栄
一
を
知
る
事
典
』（
東
京
堂
出

版
、
二
〇
一
二
）
一
〇
七
〜
一
〇
九
頁
「
六
七 

栄
一
が
か
か
わ
っ
た
企
業
五
〇
〇
」

に
ま
と
め
て
あ
る
。

（
7
）　

社
史
の
総
合
目
録
と
し
て
最
も
代
表
的
な
の
は
、『
会
社
史
総
合
目
録　

増
補
・
改

訂
版
』（
日
本
経
営
史
研
究
所
、
一
九
九
六
）
で
あ
り
、
全
国
の
五
〇
機
関
が

一
九
九
二
年
三
月
現
在
所
蔵
す
る
一
〇
、
一
九
五
点
の
社
史
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
以
降
も
社
史
は
数
多
く
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
一
九
三
一
年
に
没
し
た
渋
沢
栄
一
の

足
跡
を
た
ど
る
た
め
に
は
、
こ
の
総
合
目
録
を
見
る
こ
と
で
十
分
成
果
が
得
ら
れ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
社
史
の
総
合
目
録
の
全
体
像
は
、「
渋
沢
社
史
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

＞

社
史
（
出
版
物
）
を
実
際
に
見
る
に
は＞

よ
り
詳
し
く
調
べ
る
」http://shashi.

shibusaw
a.or.jp/publication/index.php

に
ま
と
め
て
あ
る
。

（
8
）　http://shashi.shibusaw

a.or.jp/search_basic.php?query=%
E6%

B8%
8B%

E6

%
B2%

A
2%

E6%
A

0%
84%

E4%
B8%

80&
num

=20

（
9
）　

日
経
業
種
は
日
本
経
済
新
聞
社
が
採
用
し
て
い
る
業
種
分
類
で
、
現
代
の
産
業
分
類

を
反
映
し
て
い
る
。
一
方
で
『
伝
記
資
料
』
の
事
業
分
野
は
、
栄
一
の
事
績
を
分
類
し

た
も
の
な
の
で
、
日
経
業
種
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
い
。『
伝
記
資
料
』
の
事

業
分
野
の
一
覧
は
次
の
通
り
。「
渋
沢
栄
一
記
念
財
団＞

渋
沢
栄
一＞

『
渋
沢
栄
一
伝

記
資
料
』＞

事
業
一
覧
」http://w

w
w.shibusaw

a.or.jp/eiichi/j_list.htm
l

（
10
）　http://shashi.shibusaw

a.or.jp/search_index.php?query=%
E6%

B8%
8B%

E

6%
B2%

A
2%

E6%
A

0%
84%

E4%
B8%

80&
num

=20

（
11
）　

日
本
の
学
術
論
文
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
るC

iN
ii A

rticles

で
タ
イ
ト
ル
に

「
渋
沢
栄
一
」
が
あ
る
記
事
を
検
索
す
る
と
五
四
四
件
ヒ
ッ
ト
す
る
が
、
そ
の
中
で
栄

一
と
小
売
業
に
つ
い
て
の
記
事
は
次
の
一
件
の
み
で
あ
っ
た
。
金
子
祐
正
「
百
貨
店
伊

勢
丹
を
築
き
上
げ
た
二
代
目
小
菅
丹
治
と
渋
沢
栄
一
の
指
導
精
神
」（
青
淵
。
七
六
〇

号
、
三
四
〜
三
七
頁
、
二
〇
一
二
年
七
月
）　http://ci.nii.ac.jp/naid/40019367752

（
12
）　http://shashi.shibusaw

a.or.jp/details_basic.php?sid=8280&
query=%

E6%

B8%
8B%

E6%
B2%

A
2%

E6%
A

0%
84%

E4%
B8%

80
（
13
）　http://shashi.shibusaw

a.or.jp/details_basic.php?sid=8090&
query=%

E6%

B8%
8B%

E6%
B2%

A
2%

E6%
A

0%
84%

E4%
B8%

80

（
14
）　http://shashi.shibusaw

a.or.jp/details_basic.php?sid=8160&
query=%

E6%
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B8%
8B%

E6%
B2%

A
2%

E6%
A

0%
84%

E4%
B8%

80
（
15
）　http://shashi.shibusaw

a.or.jp/details_basic.php?sid=8200&
query=%

E6%

B8%
8B%

E6%
B2%

A
2%

E6%
A

0%
84%

E4%
B8%

80

（
16
）　http://shashi.shibusaw

a.or.jp/details_m
okuji.php?sid=8130&

query=%
E6

%
B8%

8B%
E6%

B2%
A

2%
E6%

A
0%

84%
E4%

B8%
80

（
17
）　
「
社
名
変
遷
図
」
に
無
い
会
社
で
S
S
D
に
ヒ
ッ
ト
す
る
会
社
の
ひ
と
つ
に
、
森
永

製
菓（
株
）
が
あ
る
。
同
社
の
『
森
永
五
十
五
年
史
』（
一
九
五
四
）
の
年
表
に
は
、

一
九
二
二
年
（
大
正
一
一
）
一
一
月
一
八
日
「
一
〇
月
売
上
一
五
〇
万
円
を
祝
し
帝
国

劇
場
に
全
従
業
員
の
慰
安
会
挙
行
、
男
爵
渋
沢
栄
一
の
挨
拶
あ
り
」
と
あ
る
。http://

shashi.shibusaw
a.or.jp/details_nenpyo.php?sid=1490&

query=%
E6%

B8%
8

B%
E6%

B2%
A
2%

E6%
A
0%

84%
E4%

B8%
80

（
18
）　http://shashi.shibusaw

a.or.jp/details_nenpyo.php?sid=8220&
query=%

E6

%
B8%

8B%
E6%

B2%
A

2%
E6%

A
0%

84%
E4%

B8%
80

（
19
）　http://shashi.shibusaw

a.or.jp/details_nenpyo.php?sid=8310&
query=%

E6

%
B8%

8B%
E6%

B2%
A

2%
E6%

A
0%

84%
E4%

B8%
80

（
20
）　http://shashi.shibusaw

a.or.jp/search_tim
eline.php?query=%

E6%
A

4%
9C

%
E7%

B4%
A

2%
E3%

83%
A

F%
E3%

83%
BC

%
E3%

83%
89&

type=w
&

year=193

1&
m

onth=11&
day=11&

num
=20

（
21
）　http://shashi.shibusaw

a.or.jp/search_tim
eline.php?query=%

E6%
B8%

8B

%
E6%

B2%
A

2%
E6%

A
0%

84%
E4%

B8%
80&

type=w
&

year=1931&
m

onth=11

&
day=&

num
=20

（
22
）　http://shashi.shibusaw

a.or.jp/search_tim
eline.php?query=%

E6%
B8%

8B

%
E6%

B2%
A

2%
E6%

A
0%

84%
E4%

B8%
80&

type=w
&

year=1840&
m

onth=&

day=&
num

=20

（
23
）　

渋
沢
倉
庫（
株
）
の
現
在
の
社
名
表
記
は
澁
澤
倉
庫（
株
）
で
あ
る
が
、
S
S
D
は

検
索
の
便
を
図
る
た
め
に
全
て
新
字
体
で
デ
ー
タ
を
作
成
し
た
。
た
だ
し
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
公
開
に
際
し
て
は
、
旧
字
体
で
の
検
索
も
可
能
な
検
索
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
し
て
あ

る
。

（
24
）　

タ
イ
ト
ル
の
「
妝そ
う
こ
う匣
」
と
は
「
化
粧
箱
」
の
意
味
で
あ
る
。
本
社
史
の
九
頁
に
は
、

「
刷

す
り
た
く
み匠
た
ち
が
人
生
を
賭
け
て
満
た
し
た
妝
匣
の
本
質
と
は
何
か
を
見
極
め
る
た
め
、

変
革
を
重
ね
た
九
〇
年
の
歴
史
に
真
剣
に
向
き
合
い
、
そ
の
底
に
一
貫
し
て
流
れ
て
い

た
精
神
を
受
容
し
た
い
」
と
あ
る
。

（
か
ど
く
ら　

ゆ
り
こ　

公
益
財
団
法
人
渋
沢
栄
一
記
念
財
団

情
報
資
源
セ
ン
タ
ー　

専
門
司
書
）


	渋沢研究PDF扉原稿
	渋沢研究28_47

